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将 来 像「４組織・仕組」
施 策「③マネジメントサイクルの確立」
改革手段「２評価手法の充実」

 重点取組の概要

施策の成果については、総合計画実施計画事業または各部の重点事業につい

て、事後評価等を加えることにより、意思決定過程におけるさらなる活用と、

事業の選択や集中を目指すことを目的として、行政経営改革アクションプラン

において見直しを行うことを掲げ、平成２７年度決算より自己評価結果の掲載

を実施することとした。

重点取組19 施策の成果の見直し

１



 令和元年度の取組

平成３０年度決算にかかる主要施策の成果報告書において、自己評価結果

を掲載した。自己評価結果の掲載にあたっては、説明的な表現でなく、より

成果がわかるような表現に改めるなどの改善を図った。

また、当初予算重点事業の公表資料との整合性を意識した作成に努めた。

２



例：平成２９年度主要な施策の成果報告書抜粋 し尿処理施設管理運営費

平成３０年度主要な施策の成果報告書抜粋 し尿処理施設管理運営費
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 重点取組の効果

評価過程の明確化

 今後について

報告書の作成スケジュールの検討および総合計画実施計画事業または

各部当初予算重点事業について、より分かりやすい事後評価等ができる

ようさらなる検討を行う。

４



平成27年度決算にかかる主要施策の成果報告書抜粋

3300
ハイライト表示



平成30年度決算にかかる主要施策の成果報告書抜粋

3300
ハイライト表示



   

 

 
 
平成２９年度決算にかかる主要施策の成果報告書 

及び平成２９年度基金運用状況報告書（抜粋） 
 

 

し尿処理施設管理運営費                清掃事業課 

［０４－０２－０４－０１０］                            千円 

決 算 額         

     (230,221) 

      192,461 

国 県 支 出 金         

         

           0 

地 方 債         

         

           0 

そ の 他         

         

           0 

一 般 財 源         

         

      192,461 

１ し尿処理場（アクアクリーン佐奈川）は、１１０ｋｌ／日のし尿処理能力を有する施設です。 

平成１９年度より、長期的な性能発注方式である包括的運転維持管理業務委託方式を採用し、し 

尿処理場の運転、維持管理及び必要物品の調達等の一連の業務を委託することで、省資源・省エ 

ネルギー、ライフサイクルコストの削減及び施設の長寿命化を図っています。 

しかしながら、下水道の普及に伴い搬入量は年々減少していることから、下水道放流へ処理方 

式を変更し施設を簡素化することで経費削減を図るための前段として、下水道接続調査業務委託 

と予備前貯留槽防食塗装工事を行いました。 

⑴ し尿搬入量       ２１，９９７ｋｌ 

⑵ 汚泥焼却量        １，３３６ｔ 

⑶ し尿処理に要した主な経費 

ア 委託料（包括的運転維持管理委託等）              １６２，１９５千円 

イ 工事請負費（貯留槽等防食塗装工事）               ２８，８６８千円 

3300
ハイライト表示

3300
ハイライト表示

3300
ハイライト表示



   

 

 
 
 平成３０年度決算にかかる主要施策の成果報告書 

及び平成３０年度基金運用状況報告書（抜粋） 
 

 

し尿処理施設管理運営費                清掃事業課 

［０４－０２－０４－０１０］                            千円 

決 算 額         

     (192,461) 

      454,501 

国 県 支 出 金         

         

           0 

地 方 債         

         

     266,700 

そ の 他         

         

           0 

一 般 財 源         

         

      187,801 

１ 公共下水道接続工事を行い、これまでの河川放流から公共下水道放流へ変更し、処理工程を簡 

素化することで、今後の運転管理費のコスト削減を図りました。 

 また、し尿中継槽防食塗装工事を行い、施設の長寿命化を図りました。 

 なお、し尿処理場の運転、維持管理及び必要物品の調達等の一連の業務は、包括的運転維持管 

理業務委託により、省資源・省エネルギー、ライフサイクルコストの削減及び施設の長寿命化を 

図っています。 

⑴ し尿搬入量       ２１，３５７ｋｌ 

⑵ 汚泥搬出量        １，１０５ｔ 

⑶ し尿処理に要した主な経費 

ア 委託料（包括的運転維持管理委託等）              １６５，５３４千円 

イ 工事請負費（公共下水道接続工事等）              ２８６，８４８千円 

3300
ハイライト表示

3300
ハイライト表示


